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当社株式の時価総額についてのお知らせ 
 

 

当社株式は、平成22年10月において、時価総額（月間平均時価総額および月末時価総額）が６億円未満と

なりましたので、今後の見通し等につきましてお知らせいたします。 

 

記 
 

１． 当社株式の時価総額について 
 

 当社株式は、平成22年10月の月間平均時価総額及び月末時価総額が６億円未満となりました。東京証券

取引所の有価証券上場規程第601条第１項第４号ａでは、９ヶ月（事業の現状、今後の展開、事業計画の改

善その他東京証券取引所が必要と認める事項を記載した書面を３ヶ月以内に東京証券取引所に提出しない

場合にあっては、３ヶ月）以内に、毎月の月間平均時価総額及び月末時価総額が６億円（注）以上となら

ないときは、上場廃止になる旨規程されております。 

（注）上場株式にかかる時価総額基準につきましては、平成21年１月末より平成22年12月末までの間、時

価総額基準が10億円未満から６億円未満に変更となっております。 

（ご参考） 

①平成22年10月の月間平均当社時価総額    575,639,040円 

②平成22年10月末（10月29日）現在の当社株式時価総額  564,352,000円 

   （10月末終値 8,000円 × 10月末上場株式数 70,544株） 

 
 

２．今後の見通しについて
 

 

世界的な金融不安の影響により国内の企業業績・雇用情勢が悪化いたしましたが、平成22年９月期にお

きましては、日本経済は緩やかに改善し、これまで進めて参りました様々な施策の結果が出たことにより、

当社の業績は改善傾向になって参りました。特に、第４四半期におきましては、第３四半期の売上高・経

常利益を上回る見通しとなっており、今後は平成23年９月期における早期の黒字化を図って参ります。 

平成23年９月期におきましては、これまで準備を進めて参りましたＩＴエンジニアに特化した人材派遣

事業を本格的に開始し、新たな売上の柱となるマーケットを取り込んで参ります。この事業は、既存事業

である求人広告事業及び人材紹介事業と比べて景気の変動を比較的受けにくく、既存事業の強みである「エ

ンジニア」マーケットとのシナジーを図りやすい事業であります。また、既存事業におきましては、「エ

ンジニア」・「営業」・「コンサル」・「女性」のマーケットを中心に強化を図って参ります。 

コストにつきましても、広告宣伝費・人件費を始めとしたコスト削減施策を継続したことにより、損益

分岐点を大幅に改善いたしました。今後も継続的にコストを抑制し、早期の業績改善及び黒字化を目指し、

今後とも東京証券取引所における上場を維持するよう努めて参る所存であります。 

 また、今後３ヶ月以内の間に東京証券取引所へ「事業の現状、今後の展開、事業計画の改善その他東京

証券取引所が必要と認める事項を記載した書面」を提出し、開示する予定であります。 

 株主の皆様をはじめ関係者の皆様には多大なご迷惑並びにご心配をおかけいたしますが、何卒ご理解並

びにご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
 

 以 上 


